
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 ２０２１年の教科書改訂は、中学生の学び方に革新をもたらしました。これは、過去のゆとり教育からの変遷と、日本の教育制度の新たな方針に基づくも

のです。ゆとり教育の時代では、学習負担の軽減と生徒の自主性の育成が重視されましたが、その反面で基礎的な学力の不足が指摘されていました。 

２０２１年の教科書改訂では以前は高校で学ぶ内容が一部中学生の教科書に組み込まれ２０年前より教科書の総ページ数が２２００ページ以上増え 

学習量が増加しました。その結果、学校では授業の進度がはやまり、成績の２極化が起きています。文理学院ではそのような学習環境の変化に対応する

ため中１生から週３回通塾し、学習習慣を身につけてもらい、表面や裏面のような結果を出すことができています。 

 この春から高校生になる生徒が文理の高等部春期講習の日程を確認しても平然としていました。時間は１日３時間４０分。それでもです。『これまでの

講習（文理の小中学部の夏期講習・冬期講習）と比べればこれくらいへっちゃらです。』と話しをしてくれました。文理は変化する学習環境に対応し、子ども

たちに学習習慣を身につけてもらい、子どもたちを逞しく元気にすることでご家庭・地域・社会に貢献して参ります。      中島校 校舎長 小倉 智史 

 
 


